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日時：平成28年８月６日(土)・８月７日（日）
場所：かながわ県民センター（横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2）
主催：神奈川県保健福祉局保健医療部健康危機管理課

 (
県は、
第23回AIDS文化フォーラムin
横浜において２つの
主催プログラムを行います。
  今年は“薬物依存”と“就労”の観点から、専門家が
HIV/エイズ
についてお話しします。是非お気軽にご参加ください！
)




 (
８／６(土)
　
15:30
～
17:3
0
　
305
会議室
HIVと薬物依存
－生きづらさのサイン－
HIV陽性者の55％に薬物使用経験があるといわれています。
＊
 
薬物使
用は心と体の健康課題であると同時に、「生きづらさ」のサインでもあります。
　陽性者が抱える悩み・苦しみとは？
 
もし身近な人が薬物使用をしていたら？
精神科・心療内科のほか思春期外来・もの忘れ外来を設ける東横惠愛病院の医師が、
HIVと関連の深い薬物依存・思春期・認知症についてお話しします。
講師：聖マリアンナ会 東横惠愛病院 院長 石垣達也 氏
定員：４０名（事前申込優先）事前申込期限：８月３日
)












 (
８／７(日)
　1
3
:
00
～1
5
:
00　
301
会議室
HIVと共に、働く、生きる
９割以上の陽性者が良好な健康状態であるにもかかわらず、職場に病名を告白している人は２割、陽性判明後に離転職をした人は４割と言われています。
＊
陽性者は働きづらい？ 偏見はまだある？ 誰もが活躍できる社会とは？
　多様な陽性者支援を行い当事者の声を聞いてきた「ぷれいす東京」の活動をご紹介するとともに、HIVと就労にまつわる問題と周囲の支え方を考えます。
講師：
特定非営利活動法人 ぷれいす東京 代表 生島
嗣
 氏
定員：５０名（事前申込優先）
 事前申込期限：８月３日
)












 (
問い合わせ先　
健康危機管理課 山本　℡ 
045-210-4793（直）
)　　 * 厚生労働科学研究費補助金ｴｲｽﾞ対策政策研究事業「地域においてHIV陽性者等のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽを支援する研究」より
 (
神奈川県保健福祉局保健医療部健康危機管理課
感染症対策グループ　山本
　宛て
(送信票不要)　FAX　045-633-3770
ﾒｰﾙ　kenzou-kansen@pref.kanagawa.jp
)



かながわ夏のレッドリボン月間
講演プログラム申込書

申込日　平成28年　　月　　日
[image: JR・私鉄から徒歩]

開催日時：８月６日（土）15:30～17:30
８月７日（日）13:00～15:00
開催場所：かながわ県民センター
3階301・305会議室
　　　　　（横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2）

お名前 (なまえ)　　　　　　　　　
（ご所属）　　　　　　（職種）　　  　　 　
（連絡先）　　　　　　　　　 　　　　　
※お名前以外は任意でご記入ください。記入いただいた内容は当プログラム以外では使用しません。

次のとおり申し込みます。
	プログラム名
	 (
（
○を記入
）
)出欠

	HIVと薬物依存－生きづらさのサイン－
	　

	８月6日（土）15:30～17:30　／　場所　305会議室
	

	HIVと共に、働く、生きる
	　

	８月7日（日）13:00～15:00　／　場所　301会議室
	


事前申込期限　平成28年8月3日（水）
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